
令和元年度（第12回）国土交通大臣賞〈循環のみち下水道賞〉

グランプリ

名古屋市

まちづくりの一翼を担い
新たな価値を創出する露橋水処理センター

PR ポイント!

【広見憩いの杜】
•�平成17年度に地域の代表者や有識者で構成される「露橋検討委員会」を立ち上げ、まちづくりなど様々な
観点から上部空間利用方法を検討し、空間利用のテーマを決定
•改築工事中も、空間利用方法などを意見交換し、整備内容を決定
•地域の皆さまが完成した空間を『広見憩いの杜』と命名

【高度処理水の多目的利用】
•�熱源利用は民間事業者との協働により実施するとともに、修景用水、運河水質改善利用はまちづくり部局
や運河管理者との連携により実施



　露橋水処理センターは、地域の皆さま・民間事業者・まちづくり部局・運河管理者
など様々な方との連携・協働により新しく生まれ変わりました。
　改築期間は 15年と大変長くなりましたが、特に上部空間の利用では、地域の代表者
や有識者からなる検討委員会を設置し、地域の人々と丹念に話し合い、合意形成を図
りながら進めたことで、とても良い施設ができたと思います。
　この露橋水処理センターが都心部における新たな水と緑の起点となり、地域の皆さ
まや広く市民の皆さま、名古屋への来訪者の皆さま等多くの人々の憩いの空間として
永く親しまれる施設になることを願っています。建設部　主幹

河合　克敏
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取組の効果 !
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